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～水と生きる～ サントリーグループ概要

Copyright ©2020 Suntory System Technology Limited. All Rights Reserved. 

代表取締役会長： 佐治 信忠
代表取締役社長： 新浪 剛史
創業： 1899年
資本金： 700億円
グループ会社： 300社（2019年末現在）

従業員数： 40,210人（2019年末現在）

連結売上高： 22,947億円（2019年1-12月IFRS基準）

連結営業利益： 2,596億円（2019年1-12月）
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～水と生きる～ サントリーグループ概要（続き）

Copyright ©2020 Suntory System Technology Limited. All Rights Reserved. 

サントリー
システムテクノロジー(株)

食
品
事
業
会
社

ビ
ー
ル
事
業
会
社

ス
ピ
リ
ッ
ツ
事
業
会
社

サントリーホールディングス(株)

健
食
事
業
会
社

ワ
イ
ン
事
業
会
社

・・・
グループ全体への
情報技術を通じた情報提供、
情報化戦略策定・推進

国内外唯一のＩＴ機能会社と
して、グループ全体へのＩＴサー
ビスの提供

ＩＴサービスのＱＣＤ強化

事業貢献（成果）最大化

271名
2020年4月現在

業務アプリケーションの開発・運用

情報通信基盤の構築・運用

先端技術開発業務

デジタルマーケティング業務

サービスデスク業務

データ分析業務

ITでサントリーを変える！ AI、PRA、S-Phone、自販機売上分析・・・
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事例１の紹介
ビジネス成果とIT施策の整合性をとる

Copyright ©2020 Suntory System Technology Limited. All Rights Reserved. 
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本編との関連、取り組みの背景
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２．要件定義で、操作性にばかり
検討が終始し、狙ったビジネス成果を
出せないシステムとなってしまった

３．システムリリースはしたものの、
リリースとセットでやるべき

業務的施策が展開されず、狙った
ビジネス成果を出せなかった

１．要件定義前に決めるべき
ビジネス成果を、ステークホルダーと

なかなか合意できなかった

サントリーでは、リザルトチェーンという整理ドキュメントを使用。
獲得したいビジネス成果に直結するIT施策を展開する工夫をしている

経営方針や業務目的と整合性がとれたシステム化要求であるかを見極めることが重要。

4.2.1 ビジネス要求の分析 ～ 要求の体系化 ～

取り組みの背景
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リザルトチェーンとは ～ビジネス成果に橋を架ける～
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システム
施策

従来：情報ｼｽﾃﾑ構築
Technology（情報技術）

今後：ｼｽﾃﾑ施策からﾋﾞｼﾞﾈｽ成果に繋げるﾘｻﾞﾙﾄﾁｪｰﾝ構築
Business（ビジネス戦略） Technology（情報技術） Organization（組織）

Process（業務プロセス） People（人）

【リザルトチェーン】

Capability
（機能）

Exploitation
（活用）

Benefit
（恩恵）

Impact
（影響）
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自動販売機の設置・更新管理のリザルトチェーン

Copyright ©2020 Suntory System Technology Limited. All Rights Reserved. 

恩恵

活用影響機能

T: Technology
O: Organization
Pr: Process
Pe: People

自販機
輸送ｺｽﾄ
の低減

輸送単価が
分析できる

輸送費用
明細DB
システムを
導入する

運賃を試算で
きる

施策

成果

前提
制約条件

貢献

積込台数・
配送ﾙｰﾄが
分析できる

積込台数を追加
したﾙｰﾄ改善案
が提示できる

最も効率的な台
数・ﾙｰﾄで配送
できる

件別単価を
インプットし
ている

台数・ルート
をインプット
している

距離とトン
のデータが
ある

標準的な
モデルが
存在する

台数・ﾙｰﾄ
のｼﾐｭﾚｰ
ｼｮﾝが出来
る

事業所・倉庫
の統廃合が可
能である

XX年末までに

XX百万円

配送日時の
変更を相手
が了承する

Pe

Pe

T

Pe Pr

Pr

Pr

O
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リザルトチェーンの概要
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機能 影響 活用 恩恵

獲得したいビジネス成果とそれに必要なIT施策との関連を明らかにする
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リザルトチェーンとは
～例：SCM業務革新ハイレベルリザルトチェーン～

Copyright ©2020 Suntory System Technology Limited. All Rights Reserved. 
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リザルトチェーンとは ～切れたリザルトチェーン～

Copyright ©2020 Suntory System Technology Limited. All Rights Reserved. 

成果が出ない！！
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リザルトチェーンの作成方法 （1/3）

Copyright ©2020 Suntory System Technology Limited. All Rights Reserved. 

【STEP : 1】
最終成果、中間成果の設定

【STEP : 2】
IT機能の検討

1.中間成果を意識しながら、必要となるＩＴ施策を洗い出す
。例）需要予測パッケージ

2.洗い出したＩＴ施策から、中間成果の実現に関与するＩＴ
機能を洗い出す。
例）需要予測シミュレーション機能、
販売実績蓄積機能など

n

n

n+1・・・

中間
成果①

最終
成果

1. ２．

機能

IT
施策

n+1

n

n+1

機能

アウトプット

作業詳細

1.最終成果の設定：経営目標、部門目標
（定量的目標）に基づき設定する。
例）売上、利益、経営利益率など

2.中間成果の設定： 最終成果の達成に向けて必要な成
果を設定する。

3.定量的目標に基づいて、重要な中間成果を絞る。

補足：成果は原則MEDIC（※）で設定する。

最終
成果

中間
成果③

中間
成果④

最終成果の獲
得には何が必
要か

必要不可欠
な中間成果
は何か

2.

1.

作業詳細

アウトプット

・・・

３.

中間成果を意識

・・・

・・・

中間
成果⑤

中間
成果②

中間
成果①

IT機能
（成果）

IT
施策

IT機能
（成果）

・・・

IT機能
（成果）

IT機能
（成果）

中間
成果②

中間
成果③

中間
成果④

中間
成果⑤

✓ ※ MEDICとは・・・
Maintained 維持
Eliminated 廃止
Decreased 削減
Increased 増加
Created 創出

✓ 成果は、MEDICによって定量
化でき、測定できうるもので
なければならない。

✓ ※「強化」や「改善」は使っては
いけない表現の代表例
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リザルトチェーンの作成方法 （2/3）
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【STEP:3-1】
成果設定（業務への影響）

【STEP:3-2】
成果設定（業務への影響）

1.各々のＩＴ機能によって、どのような業務への影響
（成果）を創出するかを検討する。

2.創出された、業務への影響（成果）と中間成果の関連を検
討する。

IT
施策

ＩＴ機能で何が実
現できるか？

n

n+1

・・・

n+2

創出された業
務得の影響
（成果）がどの
中間結果に結
びつくか？

機能

1.

2.

アウトプット

作業詳細

1.各々の中間成果を実現するために、業務の影響
（成果）が十分か検討する。

2.不足したＩＴ機能（成果）およびＩＴ施策を追加し、
関係付ける。

中間成果を
実現するため
に十分か？

アウトプット

作業詳細

1.

2.

IT機能
（成果）

業務への
影響
（成果）

中間
成果①

最終
成果

業務への
影響
（成果）

業務への
影響
（成果）

IT
施策

n

n+1

・・・

n+2

機能

IT機能
（成果）

業務への
影響
（成果）

中間
成果①

最終
成果

業務への
影響
（成果）

業務への
影響
（成果）

追加
IT機能
（成果）

追加
IT施策
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リザルトチェーンの作成方法 （3/3）

Copyright ©2020 Suntory System Technology Limited. All Rights Reserved. 

設定した施策（IT）
は、業務へのマイナ
ス影響を生まない
か？

1.各々の施策(ＩＴ施策）が業務へのマイナス影響（▲成果）を
生まないか検討する。

2.業務へのマイナス影響（▲成果）が、前提条件か検討する。

3.前提条件はマイナス系施策に置き換える事が可能か検討
する。

アウトプット

作業詳細

【STEP:5】
マイナス影響の検討

【STEP:4】
成果設定（OPP系影響と施策の検討）

1. 各々の中間成果を実現するために、業務へのOPP系影響
（成果）の必要性について検討する。

2. 必要なＯＰＰ系影響（成果）は前提条件か検討する。

3. 前提条件はＯＰＰ系の施策に置き換える事が出来ないか
検討する。

n+3

n+4

業務へのＯＰＰ
系影響（成果）は、
前提か

２.

アウトプット

作業詳細

中間成果を実
現するために
必要なＯＰＰ
系影響（成
果）は何か

1.

前提は、施策に成るか３.

・・・

２.
業務へのマイナス
影響（▲成果）は、
前提か

1.

IT
施策

n

n+1

機能

IT機能
（成果）

中間
成果①

最終
成果

業務への
影響
（成果）

業務への
影響
（成果）

追加
IT機能
（成果）

追加
IT施策

OPP系
施策

業務への
OPP系影響
（成果）

業務への
OPP系影響
（成果）

・・・

OPP系
施策

OPP系
前提

n+5

n+6

前提は、施策に成るか３.

・・・

IT
施策

n

n+1

機能

IT機能
（成果）

中間
成果①

最終
成果

業務への
影響
（成果）

業務への
影響
（成果）

追加
IT機能
（成果）

追加
IT施策

業務への
ﾏｲﾅｽ影響
（▲成果）

業務への
ﾏｲﾅｽ影響
（▲成果）

ﾏｲﾅｽ系
施策

ﾏｲﾅｽ
系前提

・・・
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リザルトチェーンの活用効果・まとめ

Copyright ©2020 Suntory System Technology Limited. All Rights Reserved. 

■ビジネス成果に直接貢献する要求が見極められる

■プロセス改善や教育など、IT施策以外の施策を共通認識できる

■膨らむ要求・機能の、絞り込み・優先順位付けができる

■ステークホルダ間で、成果と機能の合意形成ができる

■リリース後、成果（KGI・KPI）の振り返りができる

■システム部門メンバーが、開発中に、対象業務を理解できる

■システム部門メンバーが、リザルトチェーン研修を通して育つ

要
件
定
義
品
質
の
向
上
効
果

シ
ス
テ
ム
部
門

へ
の
効
果

システム部門は、ものつくりだけから一歩踏み込んで、事業貢献へ
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事例２の紹介
「プロジェクト危ないことチェックシート」で

要件定義開始前にリスク特定

Copyright ©2020 Suntory System Technology Limited. All Rights Reserved. 
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本編との関連、取り組みの背景

Copyright ©2020 Suntory System Technology Limited. All Rights Reserved. 

２．ユーザ部門担当が他業務で忙しくなり、
本開発案件に十分に時間が割けず、
要件定義を予定通り進められなかった

１．要件定義終盤、複数のユーザ
部署間で要件が合意できず、
スケジュールが遅延した

サントリーでは、「プロジェクト危ないことチェックシート」という標準ドキュメントを使用。
リスク認知をPM個人に依存させず、チェックリスト形式でリスクを洗い出している。

要件定義工程の計画時点でリスクを的確に捉えて分析し、その対応を計画に組み込む

6.2 要件定義のリスクマネジメント（事例15）

取り組みの背景

３．秘密情報漏洩をアプリ内でどう守るか、
要件定義工程で決めてなかったので、
開発終盤に設計変更を余儀なくされた
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「プロジェクト危ないことチェックシート」とは

①
リ
ス
ク
の
チ
ェ
ッ
ク
観
点
ご
と
に
、
危

な
さ
（A,B

,C

）を
記
入
。
（A

危
な
い
～C

安
全
）

Copyright ©2020 Suntory System Technology Limited. All Rights Reserved. 

「プロジェクト危ないことチェックシート」とは、

プロジェクト共通に認識される51の危ないことをチェックし、リスクを特定・見え
る化するシート。開発プロジェクトリーダー個人のリスク察知能力を補完する。

②担当プロジェクトのリスク・対策・担当・納期を記入

①51のチェック項目をチェック後、②具体的なリスク・対策・担当・
納期を記入し、リスク回避・緩和・受容の計画を立てる。
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チェックの観点例
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サントリー有識者の知見の観点に、顕在化したリスクを盛り込んで、
プロジェクト共通の危ないことをチェック

リスク チェック観点 チェック項目例 度合い例

1 プロジェク
トリスク

人・体制 PM経験 A：PM経験なし
B：PM経験あるが3回未満
C：PM経験が3回以上あり

2 業務精通度合 A:ユーザが当該業務に詳しくない

3 スケジュール 工期 A：納期延長が許されない

4 費用 目標コスト A：客観的に見ても厳しく、目標ｺｽﾄ通り
に収めようがない

5 法的 著作権 A：著作権が発生する

6 システム特
性

処理方式の新
規性

A：サントリー内で初の処理方式がある

7 プロダクト
リスク

セキュリティ 扱う情報 A：機密情報、個人情報を扱っている

8 経理財務 社外取引 A：社外得意先への請求業務を実現する
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「プロジェクト危ないことチェックシート」の活用方法

Copyright ©2020 Suntory System Technology Limited. All Rights Reserved. 

システム
企画工程

スケジュー
ル表

要求分析工程

例：要求分析中にプロト
タイプ開発し負荷テスト

詳細設計～
本番化

※10人月以上
の開発案件で
必ず使用

①工程計画段階

「プロジェクト危な
いことチェックシー
ト」でチェックし、リ
スク対策を立案

プロ危シー
ト

対策反映

￥体制・予算確保

例：ステコミを定期的に
実施

②工程実行段階

・リスクと対策を見
直す
・対策の進捗確認

③工程完了段階

工程完了レビュー
でシステム部門長
に危なさAの数とリ
スク・対策を報告

開発計画
書

リスクはゼロにならない。
リスク認知し、回避・緩
和・受容行動をとる
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「プロジェクト危ないことチェックシート」の活用効果・まとめ
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チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
活
用
効
果

DX時代の困難なプロジェクトの舵取りに、地道にリスク管理徹底を

■計画時点から網羅的にリスク抽出し、対策を洗い出せる

■プロジェクト内メンバーや第三者に危なさを共有。アドバイスをもらえる

■体制・予算等のリソースをあらかじめ確保して、リスク総数を減らす

■リスクを早期に対策する計画にして、リスク総数を減らす

■サービスイン前の手戻り抑止。ひいては、開発コスト超過、納期遅延の抑止

■サービスイン後の障害抑止。利活用効果最大化
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ご清聴ありがとうございました

システム構築の要件定義に役立つポイント集を公開
～家づくりを例に、要求を明確にする勘どころ概説～

https://www.ipa.go.jp/sec/reports/20180327.html

SEC BOOKS：ユーザのための要件定義ガイド
～要求を明確にするための勘どころ～

http://www.ipa.go.jp/sec/publish/tn16-008.html


